
風
信

　
明
石
亜
矢（
レ
ジ
ー
ナ
）の
苦
難
の
始
ま
り
は
、
亜
矢
の
父
で
あ
る
明
石
掃
部
守

（
ジ
ョ
ア
ン
）が
西
軍
副
主
将
宇
喜
多
権
中
納
言
秀
家
の
重
臣
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
関
ヶ
原
合
戦（
一
六
〇
〇
年
）で
備
前
の
宇
喜
多
家
は
滅
亡
し
た
。

　
当
時
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
下
で
あ
っ
た
の
に
、
明
石
一
家
は
備
中
大
井
郡

日
近
、
臨
済
宗
安
養
寺
の
寺
領
に
潜
伏
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
安
養
寺
住
職
と

明
石
掃
部
守
が
昵じ
っ

懇こ
ん

の
仲
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）春
、
明
石
一
族
と
宇
喜
多
家
の
旧
家
臣
団
三
百
名
余
り
は

筑
前
秋
月
に
移
住
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
黒
田
官
兵
衛
如
水（
ド
ン
・
シ
メ
オ
ン
）と

掃
部
は
親
戚せ
き

の
間
柄
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
招
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
秋
月
は
官

兵
衛
の
義
母
弟
黒
田
図
書
助
直
之（
ミ
ゲ
ル
惣
右
衛
門
）一
万
二
千
石
の
城
下
町
で
あ

る
。
直
之
も
ま
た
兄
官
兵
衛
や
高
山
右
近
に
勧
め
ら
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
て
い

た
し
、
妻
マ
リ
ア
、
嫡
男
長
基（
パ
ウ
ロ
）も
そ
れ
ぞ
れ
洗
礼
名
を
授
か
っ
て
い
た
。

　
秋
月
に
は
、
長
崎
の
町
名
に
も
名
を
残
し
て
い
る
富
豪
末
次
興
善（
コ
ス
メ
）の
広

大
な
屋
敷
が
あ
っ
た
。
末
次
興
善
は
海
外
貿

易
で
産
を
成
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
。
そ

し
て
、
二
代
目
の
長
崎
代
官
と
な
っ
た
末
次

平
蔵
は
、
興
善
と
後
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た

男
子
で
あ
る
。
現
在
、
秋
月
郷
土
館
の
構
内

に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
は
、
秋
月
の
興
善

屋
敷
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
石
亜
矢
は
明
石
一
族
が
秋
月
城
下
に
移

住
し
た
時
は
、
十
三
才
に
な
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
こ
こ
秋
月
城
内
で
、
領
主
黒
田
直
之

夫
人
マ
リ
ア
か
ら
、
女
人
と
し
て
の
教
養
と

身
嗜
み
の
こ
と
を
、
み
っ
ち
り
仕
込
ま
れ
て

い
る
。
時
々
亜
矢
は
マ
リ
ア
夫
人
に
連
れ
ら

れ
て
、
興
善
屋
敷
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
亜
矢
は
興
善
の
養
子
、
ヤ

コ
ブ
宗
得
が
博
多
で
宣
教
医
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
に
南
蛮
医
術
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
た
こ
と
を
知
り
、
彼
女
は
こ
れ
を
機
に
南
蛮
医
術
、
と
く
に「
外
科
治
術
」に

心
を
惹
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
亜
矢
の
人
生
で
、
こ
こ
秋
月
で
過
ご
し
た
日
々
が
、

一
番
幸
せ
な
時
期
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
然
し
試
練
は
も
う
目
の
前
に
迫
っ
て
き
て

い
た
。

　
慶
長
八
年（
一
六
〇
三
）水
無
月（
六
月
）、
亜
矢
は
京
都
伏
見
の
黒
田
氏
別
邸
の
如

水
の
も
と
へ
養
女
と
し
て
引
き
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
如
水
は
亜
矢
を
妻
幸
圓

の
も
と
で
花
嫁
修
業
を
さ
せ
、
武
士
の
家
に
嫁
ぐ
者
と
し
て
の
礼
節
を
身
に
つ
け
さ

せ
、
黒
田
直
之
の
嫡
男
長
基
と
結
婚
さ
せ
る
思
惑
が
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）三
月
、
黒
田
如
水
が
他
界
し
た
。（
享
年
59
歳
）。

不
幸
は
続
く
。
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）、
如
水
の
弟
黒
田
直
之
が
四
十
六
才
で
病

死
し
て
い
る
。
直
之
は
こ
の
時
、
亜
矢
と
長
基
と
の
結
婚
を
許
し
、
秋
月
の
領
主
相

続
は
嫡
男
長
基
へ
と
、
本
藩
黒
田
長
政
に
遺
言
と
し
て
願
い
出
て
い
た
。
長
基
の
秋

月
領
主
相
続
は
、
本
藩
か
ら
付
家
老
を
派
遣
し
、
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
と
い
う
条

件
つ
き
で
許
さ
れ
た
が
、
結
婚
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
結
婚
は
家
と
家
と
の

契
約
で
あ
り
、
大
名
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
藩
主
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
。
婚
儀
は
人

質
の
側
面
で
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な
恋
愛
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
長
政
に
と
っ
て
は
、
徳
川
幕
府
に
対
し
て
の
配
慮
も
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る

長
基
と
亜
矢
の
結
婚
を
許
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
時
と
ど
め
を
刺
す
か
の
よ
う
に
、
こ
の
年
亜
矢
の
母
モ
ニ
カ
麻
耶
が
亡
く
な
っ
た
。

　
二
年
後
慶
長
十
六
年（
一
六
一
一
）年
明
け
、
今
度
は
、
亜
矢
と
の
結
婚
を
望
ん
で

い
た
秋
月
藩
領
主
黒
田
長
基
が
急
死
。（
享
年
23
歳
）。
早
す
ぎ
る
死
で
あ
っ
た
。

筑
紫
路
の
野
辺
に
咲
き
た
る
梅
一
輪
　
匂
い
残
せ
よ
　
こ
ぼ
れ
て
も
な
お

�

（
長
基
辞
世
句
）

　
明
石
一
族
は
、
永
住
の
地
と
定
め
て
い
た
秋
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
も
追
わ

れ
る
運
命
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
石
一
族
の
離
別
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
掃
部
と

亜
矢
は
、
長
崎
初
代
代
官
村
山
等
安
を
頼
っ
て
長
崎
へ
。
等
安
も
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン

で
あ
っ
た
。
こ
こ
長
崎
で
、
亜
矢
は
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
本
部
所
属
の
病
院
で
、
念

願
の
医
療
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
は
イ
エ
ズ
ス
会
管
轄

下
の
福
祉
事
業
の
団
体
で
医
療
と
救
貧
、
お
よ
び
、
孤
児
院
、
養
老
院
の
経
営
を
し

て
い
た
。
彼
女
は
慶
長
十
六
年
秋
か
ら
慶
長
十
九
年
春
ま
で
、こ
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ

ア
の
サ
ン
・
ラ
ザ
ロ
病
院（
現
在
本
蓮
寺
）で
イ
ル
マ
ン
の
外
科
宣
教
師
医
者
か
ら
南

蛮
外
科
の
施
術
を
学
ん
で
い
る
。

　
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）大
阪
冬
の
陣

　
慶
長
二
十
年（
元
和
元
年
）（
一
六
一
五
）大
阪
夏
の
陣

　
大
御
所
家
康
の
謀
略
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
大
阪
の
陣
は
、
豊
臣
氏
を
滅
亡
さ
せ

た
。
と
り
わ
け
、
夏
の
陣
の
戦
禍
は
悲
惨
で
あ
っ
た
。
明
石
掃
部
と
亜
矢
は
豊
臣
方

と
し
て
戦
っ
た
が
結
果
は
敗
北
。
掃
部
は
大
阪
城
か
ら
脱
出
、
村
山
等
安
の
子
ジ
ョ

ア
ン
秋
安
の
船
で
高
砂
の
国（
台
湾
）へ
逃
亡
し
た
。
亜
矢
は
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
家

康
は
釈
放
を
命
じ
て
い
る
。
以
降
・
亜
矢
は
大
阪
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
医
療
活
動
に

従
事
。

　
元
和
四
年（
一
六
一
八
）一
月
～
翌
年
十
一
月
ま
で
、
日
本
の
空
に
は
た
だ
な
ら
ぬ

流
れ
星
が
現
わ
れ
て
は
消
え
る
転て
ん

変ぺ
ん

地ち

妖よ
う

が
お
こ
っ
た
。
こ
の
頃
、
村
山
等
安
は
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
為
長
崎
代
官
職
を
罷
免
さ
れ
江
戸
で
処
刑
さ
れ
て
い
る
。

　
元
和
五
年（
一
六
一
九
）、
二
代
将
軍
秀
忠
の
時
、
京
都
で
は
、
す
で
に
大
々
的
な

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
始
ま
っ
て
い
た
。
大
阪
の
地
も
安
住
の
地
で
は
な
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
十
二
月
、
亜
矢
は
ト
ル
レ
ス
神
父
を
介
護
し
な
が
ら
堺
港
へ
出
る
。
そ
こ

か
ら
西
ル
イ
ス
の
交
易
船
で
長
崎
へ
向
っ
た
。
再
び
訪
れ
た
長
崎
、
キ
リ
シ
タ
ン
に

と
っ
て
は
パ
ラ
イ
ソ
で
あ
っ
た
は
ず
の
長
崎
の
町
、
し
か
し
も
う
そ
こ
に
は
昔
の
平

和
は
な
か
っ
た
。
長
崎
で
も
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　
絶
望
の
渕
に
立
た
さ
れ
た
亜
矢
。
し
か
し
、
彼
女
の
前
に
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ

た
人
が
い
た
。
有
馬
村
出
身
の
ア
ン
ト
ニ
オ
石
田
神
父
で
あ
る
。
彼
は
有
馬
の
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
で
天
正
遣
欧
少
年
使
節
に
選
ば
れ
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
原
マ
ル
チ
ノ
ら
と

共
に
学
ん
だ
人
物
だ
っ
た
。
石
田
神
父
は
亜
矢
に「
マ
カ
オ
に
住
む
原
マ
ル
チ
ノ
の
も
と

へ
行
き
、
あ
な
た
の
夢
で
あ
る
外
科
医
へ
の
道
を
め
ざ
す
」こ
と
を
進
め
て
く
れ
た
。

　
元
和
六
年（
一
六
二
〇
）亜
矢
は
強
い
決
意
を
胸
に
秘
め
て
マ
ダ
レ
イ
ナ
号
に
乗

船
。
長
崎
の
港
か
ら
マ
カ
オ
へ
と
旅
立
っ
た
。
こ
の
時
亜
矢
31
歳
で
あ
っ
た
。

�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
）

三
八
一
号
　
平
成
二
十
六
年
四
月
十
日

江
戸
初
期
南
蛮
外
科
医
を
め
ざ
し
た 

明
石
亜
矢
物
語

○
四
月
と
言
え
ば
入
学
式
、
八
日
は「
花
ま
つ
り
」、
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
、
十
日
は
金こ
ん

比ぴ

羅ら

、
十
五
日
は
風か
ざ

頭が
し
ら

、
二
十
三
日
は
巡
礼
観
音
の「
ハ
タ
あ
げ
」に
行
く
と
あ
る
。
又
、

二
十
一
日
は「
お
大
師
様
の
日
」。
私
の
子
供
の
頃
は
姉
達
と
一
緒
に
町
な
か
を
大
い
に

歩
き
、
小
さ
な
米こ
め

包つ
つ
み

を
お
供
え
し「
お
接
待
」を
戴
い
て
畈
っ
た
。
そ
の「
お
接
待
」の

中
で
も「
芋
だ
ん
ご
」が
一
番
お
い
し
か
っ
た
覚お
ぼ

え
が
今
も
あ
る
。

○
次
に
四
月（
旧
三
月
二
十
三
日
）に
は
崇
福
寺
の「
媽ぼ

姐さ

様
の
誕
生
祭
」が
あ
る
。「
唐
寺
お

お
い
に
賑
う
」と
長
崎
名
勝
図
絵
に
も
記
し
て
あ
る
。
媽
姐
様
は
其
の
昔
、
中
国
福
建

省
眉
州
嶼
の
林
氏
の
六
女
と
し
て
生
れ
、
後
ち
霊
咸
を
う
け「
海
神
」と
し
て
祀
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
毎
年
こ
の
日
に
は
崇
福
寺
に
多
く
の
中
国
の
人
達
が
集
ま
っ
て

来
ら
れ
山
羊
・
豚
・
魚
・
果
物
等
の
お
供
え
、
紙
銭
、
爆
竹
と
大
変
に
ぎ
や
か
な
供
宴

が
開
か
れ
て
い
る
。現
在
・
長
崎
の
二
月
の
年
中
行
事
に
な
っ
て
い
る「
ラ
ン
タ
ン
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」は
之
の
行
事
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

○
先
日
、
広
島
市
立
大
学
の
桐
谷
多
恵
子
先
生
来
訪
、
お
祖ば

母あ

様
が
長
崎
立
山
で
原
爆
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
と
言
う
事
も
あ
っ
て
、「
長
崎
・
広
島
の
人
達
と
原
爆
平
和
問
題
に

つ
い
て
の
考
え
」に
つ
い
て
論
考
し
て
み
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。こ
の
時
、先
生
は「
長

崎
の
人
達
の
考
え
に
は
何
か
国
際
的
な
も
の
を
多
く
感
じ
ま
す
ね
」と
言
わ
れ
た
。

○
続
い
て「
長
崎
郷
土
民
謡
保
存
会
」の
平
川
波
声
氏
来
訪
。
こ
こ
数
年
来
休
止
と
な
っ
て

い
る「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
全
国
大
会
」を
再
興
し
た
い
の
で
協
力
し
て
戴
き
た
い
と
の

事
。「
長
崎
を
中
心
と
し
た
全
国
大
会
で
あ
り
、長
崎
市
民
は
全
て
協
力
い
た
し
ま
す
よ
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
お
贈
り
し
た
。

○
五
月
四
日（
み
ど
り
の
日
）は
恒
例
に
よ
り
第
八
回
長
崎
県
九
条
の
会
主
催
・
本
会
協
賛
の

「
長
崎
平
和
関
係
史
跡
め
ぐ
り
」を
開
催
。
今
年
は
稲
佐
の
悟
眞
寺
国
際
墓
地
を
中
心
に

キ
リ
シ
タ
ン
の
桑
姫
様
の
塚
・
唐
人
・
オ
ラ
ン
ダ
人
・
ロ
シ
ヤ
人
墓
地
・
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍

上
陸
の
地
等
を
歩
く
。
当
日
は
午
前
十
時
・
竹
ノ
久
保
淵
神
社
前
集
合（
雨
天
中
止
）。

自
由
参
加（
会
費
不
要
）〈
事
務
局
〉井
田
洋
子
・
大
矢
正
人
・
葛
西
よ
う
子
・
越
中
哲
也

今
月
ご
寄
贈
を
う
け
た
書
籍

一
、
障
害
者
支
援
施
設「
草
笛
が
丘
」よ
り『
と
も
し
び
六
号
・
平
成
二
十
五
年
度
年
報
』。

施
設
長
川
辺
女
史
の
文
章
に「
う
ち
は
障
害
者
の
息
子
と
二
人
、
正
月
二
人
で
若
水
を

沸
か
し
佛
様
に
お
茶
を
あ
げ
、
お
膳
に
つ
き
ま
し
た
」と
あ
り
ま
し
た
。（
平
戸
市
田
平
町
）

一
、土
肥
原
和
夫
氏
よ
り『
禾

の
ぎ
へ
ん

の
記
』を
戴
く
。
文
中
に「
父

が
生
前
い
ろ
ん
な
所
で
書
い
た
も
の
を
一
冊
に
し
て
お
き

た
い
」と
妹
・
岩
永
末
弓
と
話
し
た
こ
と
よ
り
編
纂
さ
れ
た

由
、「
鳥
居
考
」は
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。（
私
刊
本
）

松
澤
　
君
代

サン・ラザロ病院、サン・ジョアン教会跡


